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One issue in University information foundations courses is the design of classes that takes into 
consideration information skills, graduate attributes, and autonomous learning. We have developed a 
graduate attributes analysis self-evaluation system, and introduced this for first year information education, as 
support for self-learning. However, if the accuracy of self-evaluation is low, there is the danger of ambiguity in 
analysis results. Therefore, in the study we have attempted to improve the objectivity of evaluation as well as 
the validity of analysis by applying a rubric to the self-evaluation. This paper discusses the constructing of the 
























































































































学士力評価値 ݕ௝  は，入力された情報スキル評価値 ݔ௜  





する時間数に分配したものを ݐ௜௝（1 ൑ ݆ ൑ ݊，ݐ௜௝ ൒ 0）
とし，ݐ௜௝に比例した値を ܽ௜௝ 	に与えるものである． 
 
݉ ： 情報スキル評価項目数 
݊ ： 学士力評価項目数 
൫ܽ௜௝൯ ： 対応マトリクス（1 ൑ ݅ ൑ ݉，1 ൑ ݆ ൑ ݊）




ݔ௜ ： 学士力評価値（1 ൑ ݆ ൑ ݊） ሺ1ሻ
 
3. 2 ルーブリック導入による評価精度の向上 
式(1)に関して  ൫ܽ௜௝൯ における能力間の対応は多対
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3. 3 ルーブリックの設計 












表 1 情報スキル評価項目 
 1. 授業の PC 準備や障害発生時の行動を適切に行える 
 2. フォルダー・ファイルの作成・移動・名前変更ができる 
 3. 本学の Web や OPAC 等で必要な電子情報が閲覧できる 
 4. キーボードで漢字や記号の入力がスムーズにできる 
 5. Web 検索エンジンで効率良く情報検索ができる 
 6. Web 検索エンジンで検索した情報について，情報を作成した人物・企業・団体等を調べることができる 
 7. 文章作成で文・段落・章などを理解し，適切に改行・句読点挿入・字下げができる 
 8. 文章作成で適切に箇条書き・段落番号付け・インデントの機能が使える 




















表 2 学士力評価項目 
 1. 情報-収集： 多様な情報を収集できる  7. 情報-技能： 情報を処理するための技術力 
 2. 情報-分析： 多様な情報を分析できる  8. 情報-手段： 手段・機能を的確に選択できる 
 3. 情報-判断： 情報を適正に判断できる  9. 論理-思考： 情報・手順を論理的に思考できる 
 4. 情報-モラル： モラルに則って情報を扱える 10. 論理-表現： 情報・知識を論理的に表現できる 
 5. 情報-活用： 情報を効果的に活用できる 11. 問題-整理： 問題解決のために情報収集・分析整理できる 
 6. 情報-知識： 情報を処理するための知識力 12. 統合-活用： 知識・技能・態度等を総合的に活用できる 
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c) ルーブリック評価作業の促進．  
(2) 評価観点は，課題演習に含まれる情報スキル項
目に対応させ，具体的な事項とする． 












































表 3 記述語の構築例 
(a)「表計算において，絶対参照・相対参照の違い，数式のコピーの結果を理解して利用できる」 
 
5 絶対・相対の 使い分けるべき場面を 素早く適切に 判断でき ， 効率のよい活用法を 自分で考えて 利用できる 
4 絶対・相対の 使い分けるべき場面を 適切に 判断でき ，  適切に 利用できる 
3 絶対・相対の 違いと結果を 適切に 理解でき ，   利用できる 
2 絶対・相対の 違いと結果を だいたい 理解できる が， 他者の助けを  得ることがある




5 貼付形式の 違いや性質を 十分 理解し ，  後のデータ処理・変更 
や作業効率を想定して 
素早く適切に 選択できる 
4 貼付形式の 違いや性質を 十分 理解し ，  現状に適したものを 適切に 選択できる 
3 貼付形式の 違いや性質を ほぼ 理解し ，   試行錯誤しながら 選択できる 
2 貼付形式の 違いや性質を だいたい 理解している が，選択には 他者の助けを  得ることがある




5 著作物を Webからの引用 
にふさわしい形で 





4 著作物を Webからの引用 
にふさわしい形で 
適切に 引用でき ，さらに クリエイティブコモン
ズライセンス条件を 
判断して  使用できる 
3 著作物を  ほぼ適切に 引用できる          
2 著作物を  だいたい適切に 引用できる が， 他者の助けを    得ることがある
1 著作物を  適切に 引用できない          
数字は評価レベルを表す（5：レベル5，～ 1：レベル1）
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ックは，評価観点数 26×評価レベル数 5 の表とな
り，記述語の文章の平均長は評価レベル単位で
32.10 字となった．ルーブリック表の編集作業には


















71，平均 18 歳）．2016 年度は評価方式に 3.で作成
したルーブリックを用いて 6 クラスに対して実施




よび分析結果の学士力評価項目は，表 1 および表 2
のものを用いた．本システムの自己評価入力画面の









図 2 得意度による自己評価の入力画面 
  
図 3 ルーブリックによる自己評価の入力画面 
 
 
図 4 本システムの分析結果チャート 
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由として，以下の可能性が考えられる． 図 5 評価時間分布（得意度） 
 
図 6 評価時間分布（ルーブリック） 
表 4 平均評価時間の比較 
 得意度 n = 512 
ルーブリック
n = 604 
平均評価時間（s） 151.33 246.21 
（標準偏差） (113.61) (135.26) 






























:  p <  .05*
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の分析妥当性に好影響を与え，本システムの自己省
察支援への有効性を高めるものとなる． 
4. 6 回答分布における傾向と個人差 
本アンケート結果の回答分布を見ると，5～1 の
順で得意度は 12%, 42%, 39%, 6%, 1%, ルーブリ
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